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フィリピン・ルソン島西部における

１９０３年の異常気象の特徴と農作物への影響

赤 坂 郁 美

１ はじめに

異常気象は，本来は「ある場所（地域）・ある時期（週，月，季節）に

おいて３０年に一回以下の頻度で発生する現象」を指すが（気象庁ホームぺ

ージ），近年は地球温暖化の影響により，熱波や干ばつ・豪雨といった異

常気象が世界各地で増加傾向にある（IPCC，２０２１）。このような気候変化

による社会・経済への影響を最小限に抑えるためには，過去の異常気象と

その要因，各地への影響を把握しておくことが必要不可欠である。今後は，

過去には異常気象とされたような極端な大気現象が頻発する可能性が高い

ためである。

筆者はフィリピンを対象に，できるだけ長期的に気候とその変化特性を

把握する目的で，紙資料で保管されていた過去の気象観測資料を収集し電

子化する，データレスキューを共同研究者と行ってきた（赤坂，２０１４）。

これらのデータをもとに，最も長期の気象データが利用可能なマニラを対

象として，１９世紀後半以降の降水量の長期変化や卓越風向の日変化等を解

析してきた（たとえば，Akasaka，２０２３など）。同様の手法で，Bagtasa（２０２０）

も過去１１８年間のマニラの気候と異常気象を分析しているが，これらの研

究では気候要素の長期変化傾向を示すにとどまり，個々の異常気象とその
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影響に関する分析は充分に行われていない。そこで本研究では，１９０３年に

フィリピンで生じた顕著な干ばつに着目し，マニラにおける干ばつの特徴

と，干ばつがルソン島西部の農業に与えた影響を把握することを目的とす

る。フィリピンでは現在も全就労人口の２５％が農業に従事しているため

（Philippine Statistics Authority, 2019），過去の異常気象の特徴や農業に与

えた影響を把握しておくことは重要である。

２ 調査方法と使用データ・資料

本研究では，赤坂（２０１４）により１９０１年１月～１９４０年８月まで発行が確

認されているフィリピン気象月報（Philippine Weather Bureau Monthly

Bulletin）の中から，１９０３年の月報を使用した。以下に，マニラの気象観

測値と農作物報告（Crop Service）に分けて詳しく述べる。

（１） マニラの気象観測値

フィリピン気象月報から，マニラにおける日別および月別の気象観測値

を使用した。１９０３年の気候特性を分析するために，日降水量，月降水量，

月降水日数（日降水量０．１mm以上の日数），月平均最高気温を月報から電

子化した。降水量に関しては季節進行を詳細に分析するため，日降水量か

ら半旬降水量を算出して使用した。また，比較のための平年値として，各

要素の１８８０～１９０１年平均（２２年平均）を算出または月報から電子化した。

１８８０～１９０１年の期間は，１９０３年の月報で平年値として使用されていた期間

である。当時のマニラ観測所（Manila Observatory）の正確な位置は不明

であるが，Udias（２００３）によると，マニラ湾に面したエルミタ地区（Ermita）

付近に位置していたとされる。
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（２） フィリピン気象月報に収録された農作物報告

農作物報告（Crop Service）は，フィリピン全土からの農業に関する報

告（農作物の作況や生育状況等）を，月ごとに集約したものである。フィ

リピンの定期的な気象観測は，スペインのイエズス会士により１８６５年に開

始された（Udias，２００３）。１９０３年のフィリピン気象年報によると，米国が

スペインから気象業務を引き継ぎ，新たに１９０１年にフィリピン気象局を設

立した際に，米国に倣って農作物報告も行われるようになった。フィリピ

ン各地の市町村長等からの農作物報告は，各地の気象観測所の観測員を通

じて収集されており，１９０１年９月～１９０７年１２月までは，フィリピン気象月

報に掲載されていた。その後，農作物報告の業務は，農業局に委託された。

農作物報告の目的は，�州別の作況の把握，�気象条件をふまえた豊凶

の予測，�気象と農業との連関の調査・研究にあった。�に関しては，熱

帯では気温の条件は充分かつ季節変化が小さいことから，とくに季節変化

の大きい降水量や日照時間等が重要視されていた。各月の農作物報告の直

後には，農業害虫の報告（Entomological Notes）も収録されていた。

１９０１年の農作物報告は州別に記されていたが，１９０２年以降は�～�の４

つの気候区ごとに記載がまとめられていた。各気候区の範囲を図１に示す。

気候区の分類方法は現時点では不明であるが，北緯１２度を境に南北に分け

られており，その北側では東経１２２度あたりを境に，南側では東経１２４度あ

たりを境に東西に分けられている（図１）。本研究では，フィリピン有数

の穀倉地帯であるルソン平原とマニラ（図１）の両方を含む，第�気候区

の農作物報告を対象とする。

３ マニラにおける１９０３年の降水量とその季節進行の特徴

気象月報に１年を通して農作物報告が掲載されていた期間（１９０２～１９０７

年）に着目すると，マニラにおける降水量とその季節進行は，とくに１９０３
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図１ 第�～第�気候区の範囲
本図は，１９０２年７月のフィリピン気象月報（気象庁図書館所蔵）に収録さ

れている７月の台風経路図である。当時の第�～第�気候区の範囲も示され
ている。１９０３年のフィリピン気象月報にも同様の図はあるものの，フィリピ

ン周辺を拡大した図はなかったため，本図を示す。マニラ（★）とルソン平

原のおよその位置を加筆した。
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年において他の年と大きく異なっていた（図２）。現在のフィリピン気象

庁にあたる PAGASAの気候区分では，マニラは明瞭な乾季と雨季を有す

る地域に含まれている（PAGASAホームページ）。平均的には，１～４月

が乾季で，５月中旬頃の南西モンスーンの開始と共に雨季が始まる

（Akasaka et al. 2007）。南西モンスーンが発達する６～９月頃に降水量が

最も多くなり，北東モンスーンが始まる１０月頃から年末にかけて徐々に減

少していく。しかし，１９０３年のマニラでは，４１半旬頃（７月中旬）まで顕

著な降水量の増加がみられない（図２）。雨季入りが不明瞭であり，乾季

が長期化していたといえる。１００mmを超える半旬降水量が４２半旬頃と４８

半旬頃（７月下旬と８月下旬）に観測されているものの，その後は６７半旬

頃（１１月末）まで少雨傾向が続いた。１９０３年の年降水量は１，１５３．６mm（２２

年平均年降水量の約５９．７％）と，１９０２～１９０７年の中で最も少ない。一方で，

年降水日数は１３９．０日で，２２年平均値（１４３．４日）との差は４日ほどである。

次に，１９０３年の月別降水特性とその季節変化を２２年平均値（１８８０～１９０１

年平均）と比較する（図３）。３月は降水量，降水日数共に０で，著しい

乾燥状態にあったことがうかがえる。２２年平均との比較においても，図２

と同様に，月降水量・月降水日数の増加は６月まで見られず，平均よりも

１ヶ月ほど遅れている。９月以降の月降水日数は平均とほぼ同様であるが，

月降水量の減少は１１月まで続いている。とくに多雨期であるはずの６～９

月の合計降水量は，２２年平均値の５０％ほどと著しく少ない。以上の結果よ

り，１９０３年は６～９月を中心に，極端に降水量が少ない年であったといえ

る。次に，１９０３年における干ばつが農業に与えた影響をみていく。

４ 第�気候区における１９０３年の農業被害と異常気象との関係

農作物報告には１ヶ月ほどのタイムラグがあり，１９０３年１月のフィリピ

ン気象月報に収録された報告は，主に１９０２年１２月のものであった。そのた
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め，１９０３年２～１２月のフィリピン気象月報に収録された農作物報告を，１９０３

年の記述として扱う（１９０４年１月の農作物報告も確認したが，内容は１９０４

年１月のもので，１９０３年１２月に関する記述は含まれていなかった）。

表１に，第�気候区における１９０３年の農作物報告の概要を示す。主に３

図３ １９０３年の月降水量と月降水日数（マニラ）

棒グラフが月降水量，折れ線グラフが月降水日数を示す。白い棒グラフと

点線の折れ線は，１８８０～１９０１年（２２年）平均値。

図２ １９０２～１９０７年の半旬降水量（マニラ）

１９０３年以外の折れ線はグレーで表した。
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～９月の報告には，米，トウモロコシ，タバコ，野菜をはじめとする様々

な作物に関して，干ばつとその長期化による播種や植え付けの遅れ，生育

不良，収穫量の減少等の記載が目立つ。４～７月には異常高温による作物

の枯死や生育不良の報告もあった。一方で，４月以降は，灌漑により米や

野菜の収穫減を免れた地域の報告や，降水量が多い山岳部では水田耕作が

順調に進んだ等の報告もみられた。とくに１１～１２月にはそのような好影響

や農作物被害なしの報告が増加していたため，この時期には干ばつの影響

は小さくなっていったことが示唆される。

農作物報告の数は４月以降に大幅に増え，４～１１月は２０～３０の地区・地

域から，１２月には４０を超える地区・地域から報告が寄せられていた。報告

網の拡大が報告数の増加に寄与していた可能性もあるため，表１には，各

月の全報告数と干ばつ被害報告数の両方を示した。これをみると，４～５

月と７月，９月は，干ばつによる農業被害の報告数が全体の４割ほどを占

める。これらの時期は，マニラで乾季の長期化や雨季の著しい少雨がみら

れた時期に対応している（図２，図３）。おそらく，この干ばつ傾向は第

�気候区全体で同様にみられ，農作物収量に大きな影響を与えたであろう。

干ばつの長期化は，各月の農作物の収量減だけでなく，米や野菜の播種や

植え付けの遅延・見送り等を通じて，次の耕作期間の農業にも影響したと

考えられる。

一方，表１から読み取れるのは，干ばつによる農業被害だけではない。

とくに目立つのはイナゴの大群により畑や水田が壊滅状態となり，収穫不

可能となった事例である。イナゴによる農業被害を軽減するために，イナ

ゴ被害を受けにくい根菜類の栽培を積極的に行う地域や，イナゴ駆除に報

奨金を出す地域もみられた。さらに，１９０３年は牛疫をはじめとする家畜の

病気に加え，コレラや天然痘の流行も重なり，水牛（カラバオ），人間ど

ちらの労働力も不足する事態が各地で生じていた。千葉（２０２３）によると，

フィリピンでは，１９０２年３月から１９０４年４月にかけてコレラが流行してい
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害
。
一
方
，
タ
バ
コ
，
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
，
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
等
の
作
物
の
収
穫
が
順
調
も
し
く
は
中

程
度
と
い
う
報
告
多
数
。
７
月
の
豊
富
な
雨
に
よ
り
農
園
回
復
。
田
植
え
が
可
能
。
イ
ナ
ゴ
の

影
響
小
さ
い
根
菜
類
の
栽
培
。

イ
ナ
ゴ
，
牛
疫
，

干
ば
つ

２９
７

コ
レ
ラ
，

天
然
痘

９
月

雨
，
労
働
者
，
水
牛
の
不
足
。
イ
ナ
ゴ
被
害
に
よ
り
，
多
く
の
土
地
で
米
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

播
種
難
や
耕
作
難
（
牛
疫
の
被
害
が
深
刻
）。
干
ば
つ
に
よ
り
稲
の
移
植
延
期
（
灌
漑
地
で
も

２
ヶ
月
遅
れ
）。
米
の
価
格
か
つ
て
な
い
高
値
。
干
ば
つ
と
イ
ナ
ゴ
被
害
に
よ
り
野
菜
，
米
，

ほ
と
ん
ど
収
穫
で
き
ず
。
一
方
，
８
月
に
米
，
９
月
に
ウ
ベ
を
収
穫
し
ど
ち
ら
も
豊
作
，
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
は
少
な
い
が
品
質
良
好
，
タ
バ
コ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
豊
作
，
８
月
末
の
雨
に

よ
り
稲
の
移
植
順
調
と
い
っ
た
報
告
も
有
。

干
ば
つ
，
イ
ナ

ゴ
，
牛
疫
，
家

畜
の
病
気

３２
１３

１０
月

イ
ナ
ゴ
等
の
害
虫
に
よ
る
米
の
損
失
の
記
述
が
目
立
つ
。
米
の
価
格
上
昇
。
飢
饉
。
家
畜
の
伝

染
病
蔓
延
。
干
ば
つ
に
よ
り
稲
の
発
育
不
良
，
各
種
野
菜
・
豆
の
不
作
。
水
牛
不
足
に
よ
り
，

水
田
を
耕
作
で
き
ず
放
置
。
一
方
，
早
稲
，
カ
ボ
チ
ャ
，
ナ
ス
等
豊
作
，
各
種
作
物
の
収
穫
中

程
度
，
政
府
の
対
策
に
よ
り
イ
ナ
ゴ
の
駆
除
が
進
み
，
大
雨
や
強
風
，
害
虫
，
家
畜
の
病
気
も

み
ら
れ
ず
農
作
物
順
調
と
の
報
告
も
有
。

干
ば
つ
，
家
畜

の
病
気
，
家
畜

の
不
足
，
ネ
ズ

ミ

３０
７

コ
レ
ラ

１１
月

米
は
変
わ
ら
ず
高
値
。
イ
ナ
ゴ
に
よ
り
水
田
に
被
害
。
台
風
に
よ
り
低
地
の
水
田
，
コ
コ
ナ
ッ

ツ
や
バ
ナ
ナ
の
畑
に
被
害
。
６
―８
月
の
干
ば
つ
に
よ
り
作
付
け
や
播
種
の
遅
れ
，
耕
作
の
放

棄
。
一
方
，
１０
月
の
多
量
の
雨
で
水
田
良
好
，
稲
の
生
育
順
調
，
早
稲
の
出
来
が
非
常
に
良
好
，

野
菜
の
収
穫
順
調
と
い
っ
た
報
告
を
す
る
地
域
も
多
い
。
台
風
被
害
は
小
さ
く
済
む
，
病
害
虫

な
し
の
報
告
も
有
。

台
風
，
干
ば
つ
，

イ
ナ
ゴ
，
牛
疫

３０
４

１２
月

夏
場
の
干
ば
つ
と
１１

―１
２
月
の
洪
水
で
山
岳
地
で
不
作
や
生
育
不
良
。
河
川
の
増
水
で
低
地
が

浸
水
し
，
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
，
根
菜
類
等
が
壊
滅
的
。
１２
月
の
多
雨
で
複
数
の
農
園
に
被
害
。
１１

月
ま
で
の
干
ば
つ
に
よ
り
米
，
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
播
種
延
期
等
の
影
響
。
イ
ナ
ゴ
被
害
。
田
畑

を
耕
す
家
畜
の
不
足
。
一
方
，
米
（
晩
稲
）・
野
菜
等
の
収
穫
順
調
の
報
告
多
数
。
米
の
価
格

低
下
。
１１

―１
２
月
の
多
雨
で
田
畑
の
状
況
良
好
。

洪
水
，
多
雨
，

干
ば
つ
，
イ
ナ

ゴ
，
牛
疫
，
家

畜
の
病
気

４４
１０

１９
０３
年
２
月
～
１２
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
気
象
月
報
に
収
録
さ
れ
た

C
ro

p
Se

rv
ic

e
の
内
容
を
も
と
に
作
成
。

＊
報
告
数
に
は
，
地
域
単
位
，
地
区
単
位
で
の
報
告
を
ど
ち
ら
も
含
む
。
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た。さらに，第�気候区に含まれるルソン島南西部では，戦争や口蹄疫に

よる水牛の減少，耕作放棄に加え，マラリアも流行していたとされる。著

しい干ばつにこれらの要因が重なり，第�気候区では甚大な農業被害が生

じたと考えられる。

５ 第�気候区における１９０３年雨季入り前の極端な高温

表１には高温や猛暑による農業被害報告もあったため，最後に１９０３年の

異常高温について考察する。マニラにおける１９０３年の月平均最高気温の季

節変化を図４に示す。フィリピンでは雨季入り前，乾季の最後の時期に気

温が最も高くなる。そのため，２２年平均では４月に最も気温が高くなって

いる。しかし，１９０３年は４～６月にかけて３４℃を超える高温が持続してお

り，気温の低下が遅れている。通常は，雨季が始まると雲量が増えるため

地上に達する日射が減少し，降水もあるため気温は若干低下する。しかし，

１９０３年は７月中旬まで降水量が増加しなかったため，高温期が３ヶ月も続

いたと考えられる。とくに５～６月の月平均最高気温は，２２年平均と比べ

て１℃以上高くなっている。

マニラ以外の地域でも４～６月に高温期がみられたのかを調べるために，

フィリピン気象月報に収録されている月最高気温の順位表を利用した。こ

の表は，フィリピン全土に分布する４５地点ほどの月最高気温と月最低気温

の順位表である。ここでは，４～６月にマニラよりも高い月最高気温を記

録した地点の位置と，その気温を図５に示す。プロットしたのは第�気候

区の地点のみである。マニラを上回る月最高気温を記録した地点は，４～

６月を通してルソン平原に集中しており，気温の値も３６～４０℃ほどとかな

り高い。少雨に加えて，この時期の異常高温がルソン平原の農業に与えた

影響は小さくなかったことが示唆される。また，４～６月の月最高気温の

上位１６位までの地点は，ほとんどが第�気候区内の地点であった。そのた
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図５ １９０３年４～６月のマニラ及びマニラより月最高気温が高かった

地点の気温（単位：℃）

１９０３年のフィリピン気象月報をもとに作成。第 IV 気候区の地点のみプロッ

トした。グレーは標高を示し，●と★は地点の位置，数値は月最高気温を示

す（★はマニラ）。地点の位置は，赤坂（２０２１）で作成した日降水量の地点表

をもとにプロットしているため，およその位置である。５月には『Bi�nang』と
称される地点が月最高気温の順位表に含まれていたが，緯度・経度が不明で

あったためプロットしていない。

図４ １９０３年の月平均最高気温（マニラ）

破線は１８８０～１９０１年（２２年）平均値。
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め，この時期の第�気候区の気温は，フィリピン全体の中でもとくに高い

状態にあった可能性が高い。

６ まとめ

著しい干ばつが生じた１９０３年を対象に，マニラの降水量と月平均最高気

温の季節進行を分析した。結果として，雨季入りの遅れにより干ばつが長

期化し，通常は１ヶ月ほどの最高温期が３ヶ月持続していたことが明らか

となった。降水日数には降水量ほどの減少傾向はみられなかったため，一

日に降る雨の量が極端に少ない年であったと考えられる。１９０３年の年降水

量は平均の約６割，降水ピーク時期（６～９月）の降水量は平均の半分ほ

どであった。

このようなマニラの干ばつ傾向は，必ずしも第�気候区を代表するもの

ではない可能性もあるが，第�気候区における３～９月の農作物報告には，

少雨や干ばつの長期化，高温に関連する農業被害が多くみられた。また，

４～６月に極端な高温を記録した地点は，穀倉地帯であるルソン平原に集

中していた。つまり，マニラの降水量や月平均最高気温の季節進行にみら

れた特徴は，第�気候区全体でも同様にみられ，各地での農作物収量の減

少や，農作業の遅延・見送り等に影響していたことが示唆される。一方で，

イナゴによる作物被害，牛疫等の家畜の病気や，コレラ等の感染症の流行

による労働力不足が農業被害をより深刻なものにしていた。１９０３年のフィ

リピン気象年報によると，イナゴは乾燥した気候下で群生するため，干ば

つがイナゴによる作物被害の遠因となっていた可能性もある。

本稿では第�気候区に着目したが，第�気候区では１９０３年８～９月に再

び顕著な干ばつ傾向がみられたこと，第�気候区では１９０３年を通して少雨

であったことも，１９０３年のフィリピン気象年報では報告されている。第

�・第�気候区の主な降水要因は，夏季の南西モンスーンの卓越であり，
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ルソン島南東部を含む第�気候区の主な降水要因は，北東モンスーンや熱

帯低気圧である。今後はこれらの降水要因の変化にも着目し，フィリピン

全土における１９０３年の異常気象の特徴と，その農業への影響を明らかにし

たい。
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